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項目 H30実績 R1実績 R2実績 R3目標 R3結果

1 市民 広報の充実

ホームぺージアクセス年
間件数

7,900 8,612 9,746 8,700 9,560 過去の実績をもとに目標数値を
設定 Ｂ：達成

2 市民 利用者数の達成

年間利用者数 72,381 71,493 48,863 50,000 50,573 新しい生活様式により、利用者
数を制限していることを考慮 Ｂ：達成

3 市民 稼働率

全体平均（％） 36 40 24 33 22 過去の実績をもとに目標数値を
設定 Ｃ：未達成

4 市民 事業満足度

アンケートによる満足度
（％）

92 91 97 93 90 過去の実績をもとに目標数値を
設定 Ｃ：未達成

5 市民 自主グループ化

年間グループ数 3 2 1 2 2 過去の実績をもとに目標数値を
設定 Ｂ：達成

6 財務
施設利用者の一人あたりの運
営経費

利用者一人あたり(円) 458 510 728 565 603 過去の実績をもとに目標数値を
設定 Ｃ：未達成

7 業務
ボランティアや他機関、他団体
との連携

年間連携事業件数 27 32 19 26 13

Ｃ：未達成

8 業務 防災訓練

年間回数 2 2 2 2 2 利用者の協力を得て、図書館
職員とともに防火訓練を実施 Ｂ：達成

9 人材 研修の実施

年間研修回数 4 4 4 4 4

Ｂ：達成

10 人材 コンプライアンス研修の実施

年間研修回数 1 1 1 1 1

Ｂ：達成
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当初人員(人） R3.7.7

　市民の生涯にわたる学習活動を推進するために、あらゆる世代が主体的に学習する機会の
充実に努めるとともに、現代的・社会的課題の解決と地域活動の活性化を支援します。

当初予算（千円）

R4.7.5

主な事業等
目標達成状況
未達成理由

新潟市坂井輪地区公民館 新潟市中央公民館

主催事業の参加者、利用団体
等の利用者

施設概要、催し物案内 スマホによるアクセス件数が増えてお
り、目標を達成できた。

コロナ禍で活動を自粛しているサーク
ルもあるが、少しずつ利用者が増え
てきている。

・新しい生活様式を取り入れ、定員の半数以下での利用を呼び掛けていることから、年間利用者数は
大幅に減少していますが、講座の実施方法や内容を工夫するとともに他機関・他団体との連携を深
め、地域に根ざした公民館を目指します。
・施設利用者の安全確保を図るため、併設の図書館と協力しながら、年間2回の防火訓練を実施し
ます。
・市民に信頼される職員を目指すため、各種研修を実施するとともに職員間の情報共有に努めます。

　新型コロナウイルス感染症の影響により、多くの目標を達成することができなかったが、少しずつ利用者は増えてきているため、地域団体等と
連携しながら事業を実施し、利用者のさらなる増加につなげるよう努める。
　施設利用者の安全確保のため、図書館職員とともに年2回防火訓練を実施した。利用者にも訓練参加を呼びかけ、避難経路を確認して
もらった。
　各種研修を実施し、職員の資質向上に努めた。また、朝礼の実施により、職員間の情報共有に努め、業務の効率化を図っている。

新型コロナウイルス感染症の影響に
より、利用者が減少したため、目標
を達成できなかった。

乳児期家庭教育学級（ゆりかご学
級）受講者による自主サークルが結
成された。

乳児期家庭教育学級

コロナ禍で欠席者が多く、参加者同
士の交流が思うようにできなかったこ
とが満足度の低さにつながった。

取り組みについて（目標設定の考え方など） 総合評価　（評価を踏まえた課題分析・方向性など）

コンプライアンス研修の実施

ボランティア団体や学校、中学
校区青少年育成協議会等との
連携事業

図書館職員とともに、防火訓練を2
回実施した。

公民館職員研修、階層別研
修、情報セキュリティ研修など
の実施

コロナ禍で地域団体との連携事業
が中止になり、目標を達成できな
かった。

研修により、職員のコンプライアンス
意識の向上に努めた。

各種研修を実施し、職員の資質向
上に努めた。

館内防火訓練

施設の老朽化により維持管理経費
がかさんでおり、利用者一人あたりの
運営経費は高額になった。


